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１．由井コロキウム（公開討論会）の実施

「研究哲学」続編の出版を目的として、教員と学生、マテリアルサイエンス研究科と
知識科学研究科、産と学の異なる立場から、隔週毎に公開討論を行っている。

－ プロジェクト・メンバー各々が自らの体験を振り返り、日々の研究実践の文脈と
照らし合わせながら、それらの有意義な意味付けを探求する。

－ 事象の背後にある本質（リアリティ）を捉える観点から、情緒の動きに着目し、
創造性との関連を探求する。

－ 研究は全人的な行為であるとの観点から、独創的な研究に必要な
心構え（哲学）や教育の在り方について議論を進める。

２. 研究者の動機付けと成長過程の研究

－日本人学生と留学生の動機付けについての比較調査を行う。
－日本文化の特性を活かしながら独創的な研究を行うための研究者の成長過程と、
それに伴う動機付けの 発展的変化を、 「守・破・離」を基盤として探求する。

３. 研究室の組織的知識創造研究

－独創的な研究に取り組む研究室の事例調査を通して、研究・教育活動の現場を
詳細に観察し、背景にある文化の特徴を明らかにする。

－ 独創的な研究に取り組む研究室が保持する文化が研究者に与える
影響について組織的知識創造の観点から探求する。
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●活動内容●

－独創的な研究に取り組む研究者に共通する哲学・動機付けと背景にある研究室の文化を探る－
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